




































































































































































『職場類型と女性のキャ1)ア形成 (増補版)』脇坂 明 著 1503
ながるとしている｡最後に職場類型ごとの課題に言及し,育児休業制度がと
りわけ男女同等型職場で大切であると述べられている｡
3 批 評
以上,本書の構成に従って内容の簡単な紹介を行った｡本書は,女性の仕
事での能力向上をキャリアの拡大に求め,その阻害要因と解決策を豊富な事
例とアンケート調査をもとにまとめた優れた研究書である｡最後に三点ほ
ど,本書の全体を通しての評言を試みて評者の努めを果たしたい｡
第-は,女性が最も進出した (あるいはLやすかった)公務員,教師の世
界が取り上げらていないことである｡確かに公務員はその生産性を計測する
ことは非常に困難,あるいはできないという点,教師は専門職の要素が強い
という点で,利潤を追求する一般企業での女性の活用,キャリア形成と比較
する上で不適切な面もある｡しかしながら,この分野での女性活用の蓄積は
他に類をみないため,これを男女分業型と比較すれば,女性の活用やキャリ
ア拡大のための問題点や解決策がより分か りやすかったのではないだろう
か｡
第二は,女性のキャリア形成には今後何が必要か,についてであるC著者
が繰り替えし指摘するように,キャリア形成には不可欠な就業継続において
結姫,出産,育児は女性にとって最大の難関であるoこれを乗 り越えるため
の方策として,育児休業制度があげられている｡育児休業ではその期間中の
技能の陳腐化が問題となる｡キャリアの形成を中断,もしくは退化させない
ためには最長でも1年間の休業が限界であろう｡さらに復職後の子供の面倒
をどうするかが,より一層重要ではないだろうか｡早朝,夜間,軽い病気の
ときも預かってくれる保育所がもっと普及すれば,就業継続がより容易にな
るであろう｡また,そのような保育所が利用しやすければ,仕事内容の変化
が激しく技能の陳腐化がより短い期間で進むような職場に勤めている場合に
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は,1年間の休業をとらずに例えば半年で職場復帰するようになるだろう.
そうすると,企業にとってもそれまでに行ってきた人的投資を無駄にせずに
すむので,育児休業制度の負担は軽くなる｡このような保育政策と女性の就
莱,キャリアパスの形成が結びつけて取り上げられたならば,女性労働の総
合的な研究書として,本書の価値はより高まったように思われる｡
またその際,育児休業制度や育児休業期間の延長を法で規定したり,その
費用を企業に対する補助金等で補填する政策と,保育所の措置制度を完全撤
廃し,申し込みや保育料の自由化などにより保育に市場原理を持ち込み,他
方で現在は認可されていない保育所やベビーホテルにも補助金を手厚くする
ような政策との比較が行われれば,結婿 ･出産 ･育児の女性の就業に与える
問題点とより効果的な解決策が明らかになるであろう｡
第三に,フィール ドワークやアンケート調査などの事例分析であるから,
超越的な批判になるが,統計学的な裏付けや計量分析がより多くあれば,著
者の主張はなお一層説得力を持ったのではないかと思われる｡たとえば第1
章で技術職における男女間の認識ギャップが指摘されているが,それがどの
ような要因によるかの検証が示されていれば,より興味深い分析が得られた
であろう｡第4章で示されている女性の採用時点とその後の意識変化につい
ても同様のことが言えるだろう｡
ただしこれらは望苛の感のある評者の望みであり,本書の価値を何ら損な
うものではない｡本書は女性のキャリア形成に関る重要な研究として,大き
な貢献をしている｡著者は本書を ｢女性研究の一つの区切り｣とされている
が,さらにアンケート調査やフィール ドワークと計量分析などを総合された
実証分析で女性研究にさらに大きな一歩を占められることを期待して,書評
にかえたい｡
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